
 

 

 

 
平成 29 年４月３日 

各 位 

会 社 名 株式会社 ユビキタス 

代 表 者 名 代表取締役社長 佐野 勝大 

（コード 3858、東証 JASDAQ） 

問合せ先  

役職・氏名 常務取締役管理本部長 長谷川 聡 

電 話 03-5908-3451 

 
株式会社エーアイコーポレーションの 

株式の取得（完全子会社化）に関するお知らせ 

 

 

当社は、本日の取締役会において、株式会社エーアイコーポレーション（以下「エーアイ社」）に対

して、同社の発行済み株式の全てを取得し、完全子会社化することを決議し、同社株主と株式譲渡契

約を締結いたしましたので、お知らせいたします。 

 

 

１．株式の取得（子会社化）の理由 

 当社は、創業以来、自社開発の組込みソフトウェア製品をライセンス販売による収益獲得をビジネ

スモデルとしております。また、組込みソフトウェア製品との連携で、IoT 向けソリューションを実現

する、クラウドプラットフォームの展開を進めております。 

昨今では、IoT の普及に伴い、組込み機器側で通信機能を搭載するニーズが非常に高まっており、機

器や目的に応じて様々な通信規格の通信機能が搭載されてきています。また、通信機能付機器の普及

とともに、セキュリティ機能搭載のニーズが高まっております。このように、IoT の普及により、様々

な通信規格への対応、セキュリティ技術への対応など、当社の会社規模では、広範囲に自社開発製品

のみで展開することは効率的ではないと判断し、自社製品の付加価値を高めることができる他社製品

の OEM 提供も含めた製品ラインナップの拡充も行っております。例えば、スマートエネルギー・スマ

ートホーム分野では、当社の Wi-Fi や ECHONET Lite 規格製品との組み合わせによるソリューション販

売などで収益化を実現しております。 

エーアイ社は、国内では数少ない国外の組込みソフトウェアベンダーの製品を取り扱う専門商社で

あり、Bluetooth、BIOS 等の、当社が必要とする、現時点で保有していない製品を多く取り扱っており

ます。 

そのため、製品ラインアップの拡充のみならず、当社製品との組み合わせによるソリューション販

売展開が可能となると同時に、エーアイ社の販路を活用した当社製品の拡販による収益拡大も見込む

ことが出来ます。 

また、Ubiquitous QuickBoot を中心に、海外顧客での採用、引き合いが増加しており、収益拡大の

機会として、海外市場開拓が非常に重要となります。当社においてもシリコンバレーに先端技術の調

査を目的としたリサーチ活動は行ってまいりましたが、海外での営業拠点は有しておりません。組込

みソフトウェアの場合、技術サポートもあわせて提供する必要があり、短期間での海外販路の確保は

難しいところ、エーアイ社のパートナーである海外組込みソフトウェア企業を中心とした販路・技術

サポートの活用により、海外販路の確保が可能となります。 

エーアイ社は、取扱製品のカスタマイズやサポートも自社で対応しておりますが、製品販売への注

力により、関連する受託開発取引に関しては、エンジニア確保も容易ではないため、積極的に取り組

んでいない状況にあります。また、製品販売面においても、案件獲得強化には、専門知識を有する経

験豊富な人材が必要となります。 

この点、今回の子会社化により、当社製品および両社の製品シナジーによる新規顧客開拓、当社の

専門的知識を有するエンジニアの活用、当社子会社の株式会社エイムの受託開発機能の活用などをグ

ループとして取り組む事で実現し、製品ラインアップ拡充、案件獲得体制強化、受託開発取引獲得の

増加を期待しております。 
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平成 29 年３月 31 日発表のとおり、当社は、IoT クラウドプラットフォーム事業をソーバル株式会社

へ事業譲渡し、祖業である組込みソフトウェア事業に経営資源を集中、IoT のエッジデバイス向けソリ

ューションに注力し、引き続き、IoT 事業分野での成長を目指して参ります。 

また、エーアイ社のグループ化実現により、エーアイ社の豊富な製品ラインアップを生かした当社

製品とのコラボレーション製品の開発や、エーアイ社の海外パートナーとの関係、海外販路を積極的

に利用することによる販売力強化により当社グループ全体の事業拡大並びに収益の安定化に向けて一

丸となって邁進いたします。 

 

 

２．異動する子会社（株式会社エーアイコーポレーション）の概要 

（１） 名 称 株式会社エーアイコーポレーション 

（２） 所 在 地 （本店）東京都品川区西五反田２－２５－２ 飯嶋ビル３Ｆ  

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 加藤 博之 

（４） 事 業 内 容 
海外ソフトウェアの輸入販売及びテクニカルサポート・カスタマイズ

開発  

（５） 資 本 金 50 百万円 

（６） 設 立 年 月 日 昭和 60 年 11 月 19 日 

（７） 大株主及び持株比率 加藤博之、従業員持株会 

（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 

当社と当該会社との間には、記載すべき資本関係はあ

りません。また、当社の関係者及び関係会社と当該会

社の関係者及び関係会社の間には、特筆すべき資本関

係はありません。  

人 的 関 係 

当社と当該会社との間には、記載すべき人的関係はあ

りません。また、当社の関係者及び関係会社と当該会

社の関係者及び関係会社の間には、特筆すべき人的関

係はありません。  

取 引 関 係 

当社と当該会社との間には、事業提携に関する契約を

締結しております。 

また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係者

及び関係会社の間には、特筆すべき取引関係はありま

せん。  
（９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

決算期 
平成 26 年 10 月期 

（千円） 

平成 27 年 10 月期 

（千円） 

平成 28 年 10 月期 

（千円） 

 純 資 産 218,279 271,918 324,774 

 総 資 産 403,378 456,389 494,728 

 １ 株 当 た り 純 資 産 242.53 302.13 360.86 

 売 上 高 1,188,504 1,210,588 1,230,995 

 営 業 利 益 81,417 102,080 97,813 

 経 常 利 益 90,250 103,814 98,621 

 当 期 純 利 益 37,798 64,664 64,403 

 １ 株当たり当期純利益 42.00 71.85 71.56 

 １ 株 当 た り 配 当 金 - - - 

 

 

３．株式取得の相手先の概要 

（１） 氏 名 加藤博之（88.8％）、従業員持株会（11.2％） 

（２） 
上 場 会 社 と 

当 該 個 人 の 関 係 

取引関係、その他特筆すべき関係はありません。  
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４．取得株式数，取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数 

０株 

（議決権の数：０個） 

（議決権所有割合：０％） 

（２） 取 得 株 式 数 

９００株 

（議決権の数：９００個） 

（議決権所有割合：１００％） 

（３） 取 得 価 額 

対象会社の普通株式    770 百万円 ※  

アドバイザリー費用等  29 百万円 

合計          799 百万円 

※価額につきましては、第三者算定機関による評価等を総合的に勘案

して決定しております。 

（４） 異動後の所有株式数 

９００株 

（議決権の数：９００個） 

（議決権所有割合：１００％） 

 

 

５．日 程 

（１） 基 本 合 意 書 締 結 平成 29 年３月３日 

（２） 株式譲渡契約締結 平成 29 年４月３日 

（３） 株 式 譲 渡 実 行 日 平成 29 年４月３日 

 

 

６．今後の見通し 

（１）平成 29 年３月期の見通し 

  本件が当社の当期業績に与える影響は、軽微でございます。 

（２）平成 30 年３月期以降の見通し 

本件の株式取得により、平成 30 年３月期（平成 29 年４月 1日～平成 30 年３月 31 日）からエ

ーアイ社は当社の連結子会社となります。これに伴い、当社及びエーアイ社を含めたグループ間の

人員体制の整備を行い、グループ経営資源の効率化を実施する予定です。これを含む、当社グル

ープの平成 30 年３月期以降の計画につきましては、策定次第お知らせいたします。 

 

以 上 

 

 


